
広
報

野弁当、澄んだ空気がまたおかず！！

卯
の
花
の
こ
ぼ
る
ゝ
蕗
の
広
葉
哉

蕪
村

先
月
の
あ
る
日
、
通
い
な
れ
た

道
端
で
え
も
言
わ
れ
ぬ
程
美
し
い

光
景
に
出
会
っ
た
。

午
後
も
遅
い
時
間
、
ち
ょ
っ
と

し
た
広
場
で
の
こ
と
。
綿
毛
に
な

っ
た
無
数
の
タ
ン
ポ
ポ
が
、
西
日

を
受
け
光
の
玉
の
よ
う
に
琿
い
て

い
た
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
銀
色
の

ボ
ー
ル
が
一
斉
に
草
む
ら
か
ら
舞

い
上
が
っ
て
来
た
よ
う
で
、
目
を

う
ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
場
面
は
、
ま
だ
自
然
の

残
っ
て
い
る
わ
が
村
で
は
時
折
見

ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
初

め
て
お
目
に
か
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
卯
の
花
っ
て
知
っ

て
い
ま
す
か
。
な
か
な
か
良
い
名

で
し
ょ
う
。
実
は
、
こ
の
辺
り
で

言
う
「
ウ
ヅ
ギ
」
の
こ
と
で
す
。

草
花
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が

あ
っ
て
、
名
も
な
い
草
花
な
ん
て

な
い
ん
で
す
。
晴
れ
た
日
に
、
弁

当
と
図
鑑
を
持
っ
て
野
に
で
か
け

て
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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ワ
ー
プ
ロ
教
室
か
ス
タ
ー
ト
！

村
中
央
公
民
館
主
催
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室
が
、
今
年
か
ら
三
年
間

の
予
定
で
「
急
速
に
変
化
す
る
情
報
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

村
の
人
た
ち
に
情
報
機
器
の
操
作
技
術
を
習
得
」
し
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
る
。

五
月
十
五
日
（
火
）
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
今
後
の
日
程
説

明
を
兼
ね
た
入
校
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
、
小
学
生
か
ら
老
人

ま
で
約
九
十
名
が
受
講
す
る
こ
と
に
な
る
。

村
中
央
公
民
館
に
十
五
台
の
ワ
ー
プ
ロ
を
設
置

午

後
七
時

か
ら
始
ま
っ

た
入

校

式

で
は
、
来
賓

を
代

表
し
て
八

戸

村
長
か
ら
「
今

の
時
代
は
そ

の
日

の
う

ち
に

マ
ス
コ
ミ
等
を
通
し

て

情
報

が
入
っ
て
来

ま
す
。
村
で
も
、

情
報
化
時
代

に
対

応
で
き

る
よ
う

ワ

ー

プ
ロ
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

頑
張

っ
て
勉

強
し

て
ほ
し

い
」
と

祝

辞

が
あ
り

、
奈
良
教
育
長

か
ら

「
蓬
田
村
は

と
て
も
古

い
歴

史
の

あ

る
村
で
は
あ

り
ま
す

が
、
新
し

い
今
の
物

に
も
目
を
向
け

な
く
て

は
い
け
な

い
。

十
五

台
の
ワ
ー

プ

ロ
し

か
あ
り

ま
せ
ん

が
、
受
講
生

の
皆
さ
ん

が
、
無
事

終
了

出
来
る

こ
と
を
期
待
し

ま
す
」

と
挨
拶

が

あ
り
ま
し
。た
。

引
き

続
き
、
講

師
紹
介

が
行

わ

れ
、
入
校

式
を
閉
じ

ま
し

た
。

中
央
公
民
館
に
設
置

今
回

、
中
央
公
民

館
に
設
置
し

た
十
五

台
の
ワ

ー
プ
ロ
の
正
式
名

は
『
ワ
ー
ド

ー
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
』

と

い
い
、

パ
ー
ソ
ナ

ル
、
ユ
ー

ス
で

一
般
家
庭
で
も
十
分
使
え
る
ワ
ー

プ
ロ
で
、
画
面
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が

分
か
れ
て
お
り
、
使
い
や
す
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
講
師
を
し
て
く
れ
る
太

田
千
秋
さ
ん
は
、
機
械
導
入
会
社

よ
り
派
遣
さ
れ
て
来
る
方
で
、
ワ

ー
プ
ロ
検
定
二
級
の
資
格
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。

太
田
さ
ん
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
ス
ク

ー
ル
の
受
講
生
へ
次
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
「
①
ワ
ー
プ

ロ
は
人
間
で
言
う
と
赤
ち
ゃ
ん
で

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
聞
い
て
下
さ
い
」

「
②
他
人
に
教
え
る
こ
と
は
自
分

も
覚
え
る
」
「
③
今
回
は
基
礎
的

な
知
識
を
覚
え
て
も
ら
う
」
「
④

ワ
ー
プ
ロ
と
仲
良
く
な
っ
て
ほ
し

い
」
「
⑤
指
先
を
動
か
す
こ
と
は

大
切
で
あ
る
」

教
室
は
、
平
成
二
年
度
か
ら

ワ
ー
プ
ロ
教
室
は
、
一
年
単
位

に
三
年
間
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

今
年
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
は
、

次
年
度
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

ワープロ教室スタートフ●2

十
五
台

三
ヶ

年
実
施

’

講
師
は
検
定
二
級



たぎもよ報広

村
中
央
公
民
館
で
は
。
平
成
二

年
三
月
か
ら
受
講
者
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
大

人
六
十
人
、
小
・
中
学
生
三
十
人

の
応
募
が
あ
り
、
定
員
を
オ
ー
バ

ー
し
ま
し
た
。

各
班
十
五
名
で
四
期
に
分
け
て
／

当
初
考
え
て
い
た
人
数
よ
り
大

幅
に
参
加
者
が
増
え
た
た
め
、
十

五
名
の
班
編
成
で
、
第
一
・
二
・

三
・
四
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

二
十
時
間
ず
つ
教
室
を
開
催
し
て

行
き
ま
す
。

第
一
期
は
、
五
月
二
十
二
日
～

七
月
十
七
日
ま
で
で
、
十
代
上
二

十
代
を
対
象
。

第
二
期
は
、
九
月
四
日
～
十
月

三
十
日
ま
で
、
三
十
代
～
四
十
代

田
植
え
状
況
を
視
察

村
長
・
関
係
者
が
激
励

五
月
十
六
日
（
水
）
、
八
戸
村

長
、
中
川
総
務
課
長
ほ
か
、
農
業

関
係
者
が
、
中
沢
か
ら
高
根
ま
で

の
田
植
え
状
況
を
視
察
し
、
農
家

の
方
々
を
激
励
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
春
か
ら
晴
天
に
恵
ま

れ
て
、
農
作
業
も
順
調
に
進
み
、

農
家
の
人
達
も
今
年
こ
そ
は
豊
作

を
対
象
。

第
三
期
は
、
十
一
月
二
日
～
十

二
月
二
十
五
日
ま
で
、
四
十
代
～

五
十
代
を
対
象
。

第
四
期
は
、
一
月
～
二
月
の
期

間
で
、
高
校
生
・
六
十
代
～
七
十

代
を
対
象
。

ほ
か
に
、
小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
、
七
月
二
十
二
日
か
ら
八

月
二
十
三
日
ま
で
の
夏
休
み
期
間

中
に
十
日
間
開
催
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
中
央
公
民
館
職
員
が
勤
務

の
日
は
、
開
館
時
間
中
使
用
で
き

ま
す
の
で
、
使
用
し
た
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
下
さ
い
。

容
二
七
－

二
○
七
六

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
豊
作
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お

わ

び

広
報
五
月
号
で
Ｂ
ペ
ー
ジ

に
教
育
委
員
会
の
委
員
名
簿

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
の
吉
田

清
光
（
中
沢
）
さ
ん
は
間
違

い
で
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

教 育 長 月 報

教育長 奈良　　 尹

（
休

日

閑

談

）

五
月

十
五

日

、
フ

ー

プ
ロ

ー

ス
ク

ー
ル
入
校
式
／
・
七
時
中
央

公
民
館
。
無

事
の
卒

業
、
こ

れ

か
ら

の
機

器
に
挑

む
六
十
数
名

の
健
闘

を
祈
る
。

五
月

と
言
え

ば
、
田

植
え
、

蟹
、

シ
ラ

オ
の
シ

ー
ズ

ン
。
第

一
次
産
業

を
主
と
す

る
わ

が
村

は
、
人

を
呼

び
こ
む

派
手

さ
は

な

い
が
、
堅
実
な
生
活

基
盤
、

安
定
感

、
そ
し

て
恵
ま

れ
た
自

然

が
あ

る
。

大
倉
岳

の
登
山
コ

ー
ス
、
途

中

に

ロ
グ
（

ウ

ス

の

ロ

ッ

ジ

（
休
憩
所

）
天

然
山
菜

の
宝
庫
。

そ
れ
に
玉
松

台
平

和
公
園

、
海

水
浴
場

、
温

泉
利
用
の
周
辺

開

発
は
、
都
会

生
活
者

の
垂
涎
（

よ

だ
れ
を

た
ら
す

）
の
場
で

あ
り

ま
し

ょ
う
。

都
会
に
生
活
し
て
い
る
人
は
、

派
手

に
暮
ら
し

て
い
る
よ
う

だ

が
、
抱

い
て

い
る
夢
は
自
然

と

の
接

触
で
あ
る
。

明
日
の
活
力

を
求

め
る
都
会
生

活
者
達
の
叫

び
聲

が
聞

こ
え
て

く
る
。
即
ち

私
達
も

含
め
て

、
自
然
と
文
明

の
循
環

作
用

が
生
活

の
浄
化

、

活
力
に
変
身
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

去

る
日

社
教
主

事
の
坂
本
作

（
つ
く

る
）
先
生

か
ら
「
下

手

の
長
竿
（

な

が
ざ
お
）
」
と

い

う

釣
り

の
本

を
借
り

て
見
た
。

内

容
は
兎

も
角
「

標
題
」

が
面

白
か
っ

た
か
ら
で
あ

る
。
ま
さ

に
私
の
こ

と
を
言

わ
れ
た
よ
う

な
気

が
し

た
か
ら
で
あ

る
。
遠

く
の
方
に
大

物

が
い
る
気

で
振

り

こ
ん
で

い
る
私

か
恥

ず
か
し

く
な
る
思

い
だ
っ

た
。

坂
本
先
生

の
読
書
好

き
は
有

名

だ

が
、
東
京

神
田

の
古

本
屋

中

を
搜
し
て
発

行
定
価
五
八

〇

円
の
も
の
を
「
竹
内
始
萬
先

生
」

の
本
を
欲
し

さ
に
五

、
〇

〇
〇

円

で
買
っ
て

き
た
と

い
う

か
ら

驚

き
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で

私
は
神
近
市
子

、

吉

川
英
治

、
吉
田

茂
、
井
上

成

美

、
山
本
五
万

六
先

生
等

の
自

叙

伝
も
の

が
好

き
だ

が
、
生
々

し
く
生
き
て
ゆ
く
姿
勢
、
思
想
、

人
間

と
し
て
の

強
さ
を
感
ず

る

意

味
で
い
ろ

い
ろ

教
え
て
く

れ

る

も
の

が
あ
る
。

3●ワープロ教室スタート／／教育長月報

大
人
六
十
人

、
小

・
中
学

生

三
十
人
と
多
数
応
募



広い牧場を

元気に！

牛の放牧が始まる

村
営
牧
場

へ
牛

の
放

牧

が
、
五

月
一
日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
放
牧

し

た
の
は
、
蓬
田

村
肉
牛
生
産
組

合
（
細
谷

靖
信
組

合
長

）
の
皆

さ
ん
で
、
今

年
は
八

十
二

頭
（
成
牛
四

十
二

頭

、
育
成

牛
七

頭
、
種
牛

一
頭

、
子
牛
三

十

二
頭

）
を
放
牧
し
ま
し

た
。

朝
早

く
ト
ラ

ッ
ク
で
運

ば
れ
た

牛
は

、
体
重
を
測
定

さ
れ
、
消

毒

薬
を
散

布
さ
れ
ま
し

た
。

そ
れ

が
済
ん

で
早
速
放

さ
れ
ま

し
た
が
、
冬
の
間
、
狭
い
畜
舎
に
い

た
た
め
か
、
綱
を
と
か
れ
る
と
同
時

に
猛
然
と
親
子
の
牛
が
広
い
牧
場
を

元
気

に
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

最
近

は
、
子
牛

が
高
く
取
り
引

き
さ

れ
て

い
る
よ
う
で

、
農
家
の

人
達
の
世
話

は
一
段

と
力

が
入
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
名
前
を
募
集
！

青
森
県
は
運
輸
省
の
補
助
事
業
で
青
森
市
安
方
の
ア
ス
パ
ム
周

辺
に
（
仮
称
）
安
方
緑
地
を
、
ま
た
、
安
方
か
ら
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
構

内
を
跨
え
て
沖
館
と
を
結
ぶ
（
仮
称
）
青
森
大
橋
を
建
設
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
が
県
民
の
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
「
名
称
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆

（
仮
称

）
安
方
緑
地

青
函
博
会

場
と
な

っ
た
ア

ス
パ

ム
周
辺
旧

青
函
連
絡
船

桟
橋
を

合

わ
せ
、

広
さ
約
七
・
八

鈴
に

、
海

と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
遊
歩
道

、

広
場
な

ど
を
配
し

た
港

の

シ
ン

ボ

ル
と
し
て
公

園
に

ふ
さ
わ
し

い
も

の
。

◆

（
仮

称
）
青
森
大
橋

Ｊ

Ｒ
。青

森
駅
を

跨
え
て
、
青

森

港
を
東
西

に
連
結
し

、
約
一

、
二

○
○

バ
、
金
色

の

ケ
ー
ブ
ル
を
吊

る
主
塔

の
高

さ
は
八
十

片
の
斜
張

橋
と
し
て
は
日
本

で
も
最

大
級
で

あ
り
、
（
仮

称
）
安
方
緑

地
、
ア

ス

パ
ム
な

ど
の
景

観
に

マ
ッ
チ

し

た
港

の

シ
ン

ボ
ル
と
し
て

の
橋
に

ふ
さ
わ
し

い
も

の
。

《
主

催
》

・
青
森

県

《
応

募
資
格
》

・
青
森
県

に
在
住
す

る
方

《
応
募

方
法
》

（
仮

称
）
安
方
緑
地

、
（
仮
称

）

青
森
大
橋

①
官
製
（

ガ
キ
を
使
用
し

、
一
枚

に
各

々
の
名
称
を
書

い
て
く

だ

さ

い
。

（
但
し

ど
ち
ら

か
一

つ

の
名
称
で

も
可

）

②
応
募
枚
数

に
制

限
は
あ
り

ま
せ

ん
。

③
官
製
（

ガ
キ
の
裏
面

に
名
称

、

住
所

、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
性

別

、
年
齢
、
職
業

、
電

話
番
号

を
記

入
し

て
く

だ
さ
い
。

④
入
選

作
品
の
著
作
権

は
主
催
者

に
帰
属

す
る
も

の
と
し

、
印
刷

物
等

に
使
用
し
ま
す
。

『
応
募

作
品

の
返
還
は
し
ま
せ

ん
。
』

《
募
集

期
間
》

●
平

成
二

年
六
月

一
日

か
ら
平

成

二

年
六
月
三

十
日
ま
で
、
締

切
日

の
消
印

の
あ

る
も
の
は
有
効

と
し

ま
す
。

《
選
考
方

法
》

主

催
者
側
で
委

嘱
す
る
委
員

に
よ

り

選
考
し

ま
す
。

《
発
表
》

平
成
二

年
七
月

五
日

本
人

に
通

知
す
る

ほ
か
、
広
報
、

そ
の
他

の
方
法
に
よ
り

発
表
し

ま

す
。

《
賞
》

◆

入
選
一

点
　

賞
状
、
賞
金

（
五

万
円

）
、
副
賞

◆

佳
作
二
点
　

賞

状
、
賞
金

（
二
万

円

）
、
副

賞

《
問

い
合

わ
せ
先
》

役
場

土
木
建
設
課

昔
二

七
－

二
一

一
一
内
線
（
二

六

コ

農林水産課／土木建設課から●4

き
つ
と
、
や
き
し
さ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

広　報　よ　も　ぎ　た

一
募

集

の

内

庫 （
仮
称
）
安
方
緑
地
・
（
仮
称
）
青
森
大
橋



広　報　よ　も　ぎ　た

88歳(米寿)77歳(喜寿)

村老人クラブ連合会総会で34 名を祝う

健
康
で
楽
し
い
老
後
を
！

四
月
二
十
四
日
（
火
）
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
が
、
村
玉

松
公
民
館
に
お
い
て
、
会
員
等
関

係
者
約
二
百
八
十
名
が
出
席
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
物
故
者
に
対
し
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
久
慈
寛
一
会
長
よ
り

米
寿
者
六
名
と
喜
寿
を
迎
え
た
二

十
八
名
一
人
ひ
と
り
に
顕
彰
状
と

記
念
品
を
贈
っ
て
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

久
慈
会
長
よ
り
「
私
た
ち
の
会

員
数
も
五
百
人
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
何
事
に
も
全
員

が
一
致
協
力
し
て
、
健
康
で
楽
し

い
老
後
を
生
き
よ
う
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
八
戸
良
次

郎
村
長
、
束
地
方
福
祉
事
務
所
の

佐
藤
陽
子
福
祉
第
二
課
長
、
津
島

鉄
男
村
議
会
議
長
が
、
「
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
べ
く
行
政
と
し
て

最
大
限
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
皆
さ
ん
方
も
地
域
社
会
に
貢

・
ひ
の
え
午
　
娘
ざ
か
り
を
　
な
や
む
父

・
巳
で
寝
込
み
　
馬
で
は
ば
た
く
年
男

・
農
耕
馬
　
替
り
に
ガ
ソ
リ
ン
　
田
を
走
り

・
六
十
年
　
ま
わ
る
午
年
　
子
が
少
し

献
せ
ら
れ
、
家
族
と
協
調
し
て
、

健
康
で
価
値
あ
る
日
々
の
人
生
を

お
く
っ
て
下
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
元
年
度
歳
入

歳
出
決
算
を
承
認
し
、
ま
た
平
成

二
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
予

算
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄

っ
た
お
か
ず
を
肴
に
友
達
ど
う
し

車
座
に
な
っ
て
、
民
謡
シ
ョ
ー
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
い

盲

を
過
ご
し
ま
し
た
。

エ
陸 奥 湾 一 周 駅 伝 大 会 に 出 場 し て

十くくれ る方ﾚを 募 集 し で お り まﾉす 。

毎 年 、10 月 の 第 １日 曜:日/に 開 催 さ

れ て い るこ の 大 会 は√ 今 年 も10 月

7(日………(日).Cこ開 催 さﾚれ る予 定 に な

っ て お り ます 。……:十 度 √ 選 手 と し て

走 づ て みた い 方 があ り ま‥し=た ら、

連 絡 を お 待 ち し て お り ます:j　　 ＝

◇ 連 絡 先　 ‥‥､　　　　 ‥､ノエ

◆ 役 場民 生 課　 柿 崎 真 人

S27-2｢ 日こ

◆ 村 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー　 エ 藤

義 正 昔27 －3010

卓

球

教

室

受

講

生

募

集

蓬
田
村
体
育
協
会
卓
球
部
で
は
、
毎
週
、
月
・
水
・
金
曜
日
の

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
、
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
卓
球
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

卓
球
に
興
味
あ
る
方
、
や
っ
て
み
た
い
方
は
ど
し
ど
し
参
加
下

俊

久

重
彦

勝
子

増
吉

・
さ

い
は

て
の
　

核
燃

と
　

居

る
　

寒
立
馬

・
馬

の
尻
　

む
り
や
り
叩

き
　

坂

を
越

す

・
盤
に
ら
み
　

飯
も
食

わ
ず
に
　

駒
た
た
く

・
飲
む

咽（
う
　

泣
く
馬
も

居
る
　

ク
ラ

ス
会

栄
博

昭

夫

十
三

雄

飄

一

無
事
田
植
え
作
業
も
終

え
、
一
段
落
し
て
い
る
頃

と
思
い
ま
す
が
、
田
植
え

を
テ
ー
マ
に
一
句
ど
う
で

す
か
？

おめでとう ．F

さ

い
。

▼

対

’
卑

・
よ小

学

生

以

上

の

村

民

▼

参

加

料
二
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ
　
こ

大湊

一
〇

〇

円
］（
個

月

ル

代

等

）

…

…

ｙ

連

絡

先

＼

二

……゙
…

……

・
…

…
…

ヌ

役

場

税

務

課

△

青

木

二

一
義
　

登
二

七
－

二

一

二

▽

蓬

田

小

学

校
ノ

允

宮
☆
………
仁

ヽ
容
一
一
七
－

二
Ｏ

六

九

選　手　募　集



広　報　よ　も　ぎ　た

県内で安定した生活を７

▲手当

特　別　退　職　手　当

区　　　　　分 支　給　額

陸　上
１任期（２年） 456,333円

２任期（４年） 946,334円

海　上

航　空

１任期（３年） 712,000円

２任期（５年） 1,031,300円

●・資格

・18歳～27歳迄（学歴不問、実力主義）

･・給与

・初任給X121,100 円

･・待遇

・昇給年１回、賞与（５、１月分56.7 万円）、

寒冷地手当5,570 円（県内在住11 月～３月

の間）

・各種技術及び資格免許取得可能、食、住無

料、被服は支給又は貸与

SS･･休 日

・日・祝日、第２・４土曜日休、有給休暇

（年間24 日）

●･応募

・下記の募集事務所までご連絡下さい。

●青森登0177  (35) 1  7 5  1

1S･･身分 等は………………

○特別職国家公務員です。

020 年以上で年金が受けられます。

○自衛隊病院、隊内医務室等衛生施設が整備

され、健康管理に万全を期しています。

○公務上の災害について、補償が受けられま

す。

大
倉
岳
・
赤
倉
岳
の

登
山
道
を
整
備

大
倉
山
好
会
が
実
施

五
月
十
二
日
～
三
日
の
二
日
間
、

大
倉
岳

入
口

か
ら
山
頂
付
近

（
三

・
一
）
ま
で
と
、
赤
倉
岳
入
口

か
ら
大
倉
岳
山
頂
付
近
（
五
・
二

）
ま

で
の
登
山

道
の
整
備

が
大

倉
山
好
会

に
よ
り

実
施

さ

れ
ま
し

た
。当

日

、
午
前
九
時

に
役
場
前

に

集

合
し

た
会

員

は

、

そ

れ

ぞ
れ

「
ナ

タ
ガ
マ
」
「
ノ

コ
ギ
リ
」
を

持
参
し

、
車
三

台

に
便
乗
し
て
目

的
地
に
向

か
い
ま
し

た
。

「
毎
年
多

く
訪
れ
る
登
山
者
や

、

山
菜
採
り

を
楽
し

む
人

が
ケ

ガ
の

な
い
よ
う

に
」

と
大
倉

山
好
会
で

は
毎
年
春

に
登
山
道

の
整
備
を
実

施
し

て

お
り

ま
す
。

自
然
は
皆
の
も
の
で
す
か
ら
、

ゴ
ミ
な
ど
は
山
に
捨
て
な
い
で
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
楽
し
い
山
菜
と
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

遭
難
事
故
は
毎
年
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
遭
難
し
ま
す
と
、
大

勢
の
人
に
迷
惑
を
か
け
、
捜
査
の
た
め
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
山
に
入
る
場
合
は
、
①
天
気
予
報
を
確
め
る
。
②

着
替
え
や
食
糧
を
多
め
に
持
つ
。
③
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
行
動

を
す
る
。
④
地
理
の
分
ら
な
い
山
に
は
入
ら
な
い
。
⑤
道
に
迷
っ

た
ら
、
無
理
に
歩
か
な
い
…
…
等
に
気
を
つ
け
て
。

各課から●6

楽
し
い
山
菜
と
り
を
す
る
た
め
に
！

心身を鍛え、技術を身につけ、

貯蓄ができる魅力の職場です。

自衛官募集



広　報　よ　も　ぎ　た

紳
士
服
は
蓬
田
紳
装
で
！

今
回
は
、
㈱
蓬
田
紳
装
で
工
場

長
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
佐
々
木

秀
雄
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
㈱
蓬
田
紳
装

が
昭
和
五
十
二
年
一
月
に
旧
広
瀬

小

学
校
校
舎
を
利
用
し

設

立
準
備

に
入

っ
た
と
き
指
導

者
と
し
て
北

海

道
小

樽
市
か
ら
来
村
し
ま
し

た
。

同

年
四

月
の
開
業

時
か
ら
は

技

術
長

と
し

て
一
貫
し

て
同
社

の
技

術

面

を

支

え

て

き

ま
し

た

が

、

現
在

は
工

場
長
と
し
て

守
備
範
囲

を
拡
大
し
会

社
発
展
の

た
め
努
力

を
続
け
て

い
ま
す
。

ご
存
じ

の
よ
う

に
、

㈱
蓬
田

紳

装
は
わ

が
村

が
五

〇

パ
ー

セ
ン
ト

を
出
資
し
て

い
る
オ
ー

ダ
ー
メ
イ

ド
紳
士
服
製

造
会
社
で
、
村
長

が

社

長

、
現
在

は
月

産
四

不
着
以
上

を

誇
っ
て

い
ま
す
。

「
昭

和
五

十
五

～
六
年
頃

に
は

仕
事

が
な
く
て
大
変

で
し
た
」

と

言

い
ま
す

が
、
確

か
な
技
術
を
売

り
物

に
着

実
に
成

績
を
伸

ば
し

、

今
で

は
、
全
国

の
第

一
戦
で
働
く

サ
ラ
リ

ー
マ

ン
に
愛
用

さ
れ
、

経

営
も
す
っ

か
り
軌
道

に
乗

っ
て

い

ま
す
。

当
初
四
十

名
だ
っ

た
従

業
員
も

今
で
は
約
百

名
。
村
で
最

も
多
く

の
従
業
員
を
抱

え
る
企
業

に
育
ち

ま
し

た
。

こ
れ
は

、
技

術
長
、
工
場

長
と

し

て
地
道
に
実

績
を
積
み
上

げ
て

来

た
佐

々
木

さ
ん
に
負
う

と
こ
ろ

が
実
に
大
き

い
の
で
す
。

将
来

は
従
業
員

を
百
二

十
名

位

に
増

員
し

、
工
場

も
拡
張
し

た
い

と
意

欲
十
分
で
す
。

蓬
田

に
来
た

と
き
は
乳
飲
み
子

だ
っ

た
二

男
も

、
立
派
な
津
軽

弁

を
話
す
蓬

田
っ
子
に
な
り
ま
し

た
。

も
ち

ろ
ん
、
お
父

さ
ん
も
本
社

の
会
議
で

つ
い
津
軽

弁
混

じ
り
で

話
し

て
し

ま
う

蓬
田
村
民

で
す
。

二
コ

ヤ
カ
エ

場
長
佐
々
木
さ
ん
、

会
社
を
背
負
い
今
日
も
頑
張
る
。

み
～
つ
け
た

昭和54年に造られた、中沢交

通公園の信号機や、交通標識が

長年雨風にさらされ老朽化した

ので、このたび新しい信号機や

標識に生まれ変わりました。

子供達が正しい交通マナーを

学習して、交通事故にあわない

ためにも生まれ変わった中沢交

通公園をどうぞご利用下さい。

６月行事予定　　　

19　16　　15　　14　　13　　12　12  10 8 8 3 日

股館胃結館胃結館胃結 公胃結館胃結 ３運献１ 運
脱・が核・が核度が核民が核・が核年動　 年動

健
瀬ん ’高ん ゜業ん ’館ん ’長ん ゛校 会血校 会

診辺・肺根・肺　 ・肺 ・・肺科･ 肺 外　 一 外
一地大が 公大が

者
大が 蓬大が 公大がバ　 役バ

中民腸ん民腸んと
腸ん 田腸ん民腸ん ス　 場 ス

央生か検
館が検

｜が
検 紳が検 館が検学　 前学

公会ん診－ん診 ＿ん診装ん診－ん診 習　 一 習
民館検長　 検長匸検長陽検長　 検長
ド リ リ 夢 ヤ リ リ

］譫 正々 ヶ吊せ 幃 せ 示せ
贍 欸 み 贍 ヶ鬪 鱧

百　 百 行 卜 髓　 百

行

事

民　 民　　 民　　 民　　 民　　 民　 蓬 蓬民蓬 蓬
田田　 田 田

生　 生　　 生　　 生　　 生　　 生　 小 中生小小
学 学　 学 学

課　課　　 課　　 課　　 課　　 課　 校校課校 校

担

当

7●談話室／行事予定

2

8

談話室
No.28
がんばる
佐々木秀雄さん
広瀬



け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
2
1

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

故

郷
の
蓬
田

村
を
離

れ
、
早

い

も
の
で
二

十
二

年
も
過
ぎ
ま
し
た
。

青
森
工

業
を
卒
業
し

大
阪
弁
、

鹿
児
島

弁
、
京
都
弁

、
津
軽
弁
有

り

の
大

阪
本
社

の
現

在
の
会
社

へ

入
社
し

ま
し

た
。

お
互

い
に
話
し

合
っ
て

い
る

と

鹿
児
島

弁
と
は
妙

に
合
う
ん
で
す
。

津
軽
の
人
は
上

野
駅
に
着
く

と

急

に
東
京
弁

に
な
る
と
言
っ

た
人

が
い
ま
す

が
、
急
に
直
す
こ

と
も

な
い
と
思

い
ま
す

。
大
阪

の
人

は

ど
こ
で
も
大
阪

弁
で
通
し
て

い
る

し

、
私
も
余
り

直
そ
う

と
は
し

ま

せ
ん
で
し

た
。

そ
れ
で
も
大
阪
で
津
軽
弁
を
言
う

と
、
相
手

が
理
解

で
き
な

い
の
で

何
度

も
聞

き
返
し

て
来
る

か
ら

、

こ

っ
ち
も
し
ゃ

べ
っ
て

い
る
間

に

顔

な
じ

み
に
な

っ
た
り
、

ケ
ン
カ

し
て

も
相
手

に
な
ら
な
か
っ

た
り

し

ま
す
。

後
輩
達
よ

、
こ
と

ば
に

は
心
配

し

な

い
で
自

信
を
も
っ
て
津

軽
弁

を
普
及
し
よ
う

。

話
し

が
大

部
そ
れ
ま
し

た

が
、

大
阪
本
社

へ
入
社
し
、
東
北

支
店

に
配

属

と
な
り
、
主
に
岩
手

県
内

勤
務
で
し

た

が
、
昭
和

六
十
年
に

大
阪
本

社
勤
務

と
な
り
、
そ
れ

か

ら
単
身

赴
任

が
始
ま
り

、
二

年
間

仙
台
で

、
そ
の
後
、
故

郷
青
森
で

津
軽

弁
を
し

ゃ

べ
り

な

が
ら
一
年

人口と世帯数

(４月31日現在)

総人口4,180 人
男　2,021人
女　2,159人

世帯数1,056世帯

お誕生おめでとうございます

豊
國
建
設
㈱
　
　
　
　
　

一
級
建
築
士
佐
々
木
忠
光
さ
ん

間

仕

事

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。ま

た

、

青

森

は
す

ば

ら

し

い

自

然

を

も

っ

て

い

る

と
再

認

識

さ

せ

ら

れ
ま

し

た

。

海

が

あ

り

、

山

が

あ

り

、

川

か

お

る
。

た

だ
そ

れ

だ

け

で

す

が
、

海

を

見

て

、

ヤ

マ

セ

の
風

に

当

っ

て

育

っ

て

来

た
思

い

出

が

あ

り

ま

す

。

今

住

居

を

か

ま

え

て

い

る

岩

手

の

盛

岡

に

は

、
山

と

川

し

か

な

い
。

海
で

つ
り

を
し

、
山
で

山
茱

と
り

、

ス

キ

ー

、

川

で

又

々

つ
り

と

子

供

に

帰

っ

た
よ

う

に

思

う

ぞ

ん

ぶ
ん

遊

ば

せ

て

く

れ

ま

し

た
。

ま

た

、

ね

ぶ

た

祭

に
家

族

を

呼

び

、

二

十

年

ぶ

り

に

ユ

カ

タ

を

着

て

、

花

笠

を

か

ぶ
り

、

は

ね

た

時

は

最

高

で

し

た

。

子

供

達

、

妻

言

わ
く
、

「
お
父
さ
ん
、
又

単
身
赴

任
で
し

よ
、
今
度
は
俺
達

だ
け
で

は

ね

に
行

く

か

ら

青

森

の

お

ば

あ
ち
ゃ

ん
に
電
話

だ
け
し

て

お
い

て
／
・
」

と
。

建
設
業
界

の
定

め
で

も
あ

る
転
勤
で
す

が
、
色

々
な
方

々
と
逢
い
、
そ
の
地

方
地
方

の
話

し
方
や

ら
、
風
習
や

ら
、
と
ま

ど

う
事

も
多

い
仕
事
で

す

が
、
じ

ょ

っ

ぱ
り

精
神
を
忘

れ
ず
頑
張

っ
て

お
り
ま
す
。

年
に

Ｉ
～
二
回
蓬

田
に
帰

っ
た

時

は
、
子
供

の
こ
ろ
を
思

い
出
し

、

つ
り
、
又

つ
り

に
明
け
暮

れ
て

い

ま
す
。

最
後

に
な
り
ま
し

た
が
、
村
制

施
行
百
周

年
お
め
で

と
う

ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
の
ま
す

ま
す
の
御
発

展
を

お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

めも

･・現住所 ／（本人）宮城県仙台市青葉区葉山

町6－4 ／（家族）岩手県紫波郡都南 村三 本柳

4-13-1/  (会社）昔022（22D2161 （自宅 ）容

0196(37)0827  ･生年月日／昭和24年10月22日

卜 出身 ／中 沢／佐々 木順一氏（弟）･･ 家族構

成／妻・啓子・長男・移（わたる） ・長女・

知恵（ちえ ）卜 好き なもの／釣り ・ゴ ルフ ・

スキート 経歴／青森県立青森工業高 等学校卒

（昭和43年）・豊國建設株式会社入 社（昭和

43～現在に至る）

山館　清仁（瀬辺地）

高田　博子（郷　 沢）

杉田　正彦（瀬辺地）

福井登美子（青森市）

鶴谷　義人（青 森市）

田中　智美（広　 瀬）

八戸　良二（阿弥陀川）

笹原千亜紀（青森市）

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●8

戸籍の

窓　囗

広　報　よ　も　ぎ　た

４月受付分

川内　拓輝

中村　彩子

青木　大輔

船橋　正太

稲葉　祐也

吉田　麻由

村上　寛明

俊　彦

直　子

政　六

とみ子

七　一

恵　子

正　芳

薫

英　一

ひで子

勉

睦　子

利　 男

さち子

長男

長女

２男

長男

２男

長女

２男

ご結婚おめでとうございます

おくやみ申し上げます

太田　トシ（広　 瀬　81 歳）
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